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近
年
は
書
店
に
行
く
機
会

が
減
り
、
た
ま
に
学
会
場
の

一
角
に
あ
る
書
籍
コ
ー
ナ
ー

に
立
ち
寄
る
と
、
診
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
類
す
る
書
籍
が

溢
れ
て
い
る
の
を
み
て
驚
か

さ
れ
る
。
こ
れ
は
腎
臓
病
の

分
野
に
限
っ
た
現
象
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
数
が
増
え
れ
ば

当
然
そ
の
質
も
ば
ら
つ
く
こ

と
に
な
る
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
質
は
第
三
者
機
関
に
よ

っ
て
評
価
さ
れ
、
優
れ
た
も

の
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
（http://

m
inds.jcqhc.or.jp/
m
edical_guideline/
guideline_list

）。
近
年
は

作
成
方
法
も
厳
密
を
極
め
、

品
質
を
追
求
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
チ
ー
ム
向
け
の
セ

ミ
ナ
ー
も
常
に
満
員
状
態
で

あ
る
。
私
も
複
数
の
腎
臓
病

関
連
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

責
任
者
を
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
評
価
の
結
果
に
は
当

然
、
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

い
。
た
だ
過
熱
気
味
の
こ
の

ブ
ー
ム
、
評
価
の
高
い
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
る
こ
と
が
目

的
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
と

自
問
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は

「
診
療
上
の
重
要
度
の
高
い

医
療
行
為
に
つ
い
て
、
エ
ビ

デ
ン
ス
の
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ

ク
レ
ビ
ュ
ー
と
そ
の
総
体
評

価
、
益
と
害
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
考
量
し
て
、
患
者
と
医

療
者
の
意
思
決
定
を
支
援
す

る
た
め
に
最
適
と
考
え
ら
れ

る
推
奨
を
提
示
す
る
文
書
」

と
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
前
半

に
示
さ
れ
る
質
の
追
求
に
気

を
取
ら
れ
、
後
半
に
示
さ
れ

る
医
療
現
場
の
悩
み
に
答
え

る
と
い
う
本
来
の
目
的
が
お

ろ
そ
か
に
な
っ
て
は
い
な
い

か
、
関
係
者
は
常
に
意
識
す

べ
き
で
あ
る
。
私
自
身
は
エ

ビ
デ
ン
ス
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
読
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

を
心
掛
け
て
き
た
。
そ
し
て

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
原
稿
が
自

分
の
手
元
を
離
れ
る
た
び

に
、
ほ
ん
の
一
行
で
も
良
い

か
ら
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い

る
読
者
の
目
に
触
れ
、
腎
臓

を
患
う
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に

活
か
さ
れ
て
く
れ
れ
ば
と
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ

れ
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に

携
わ
る
ひ
と
り
と
し
て
の
私

の
素
直
な
気
持
ち
で
あ
る
。

（
埼
玉
医
科
大
学
医
学
部
腎

臓
内
科　

教
授

�

岡
田
浩
一　

66
回
）

慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
健
康
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学 

視
察
旅
行
紀

病
院
長
就
任
の
ご
挨
拶

病
院
長

北
川 

雄
光（
65
回
）

第22回慶應医学賞受賞者決定
　

慶
應
医
学
賞
は
、
世
界
の

医
学
・
生
命
科
学
の
領
域
に

お
い
て
医
学
を
中
心
と
し
た

諸
科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る

顕
著
、
か
つ
創
造
的
な
研
究

業
績
を
あ
げ
た
研
究
者
を
顕

彰
す
る
も
の
で
、
１
９
９
６

年
よ
り
39
名
の
研
究
者
に
対

し
授
与
し
て
い
ま
す
。
第
22

回
を
迎
え
た
今
年
の
慶
應
医

学
賞
受
賞
者
は
小
川
誠
二
博

士
（
東
北
福
祉
大
学
感
性
福

祉
研
究
所
）、John�E.�Dick

博
士
（
ト
ロ
ン
ト
大
学　

分

子
生
物
学
教
授
、
プ
リ
ン
セ

ス
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
が
ん
セ

ン
タ
ー
（
カ
ナ
ダ
））
の
2

名
に
決
定
し
、
慶
應
医
学
賞

審
査
委
員
会
は
下
記
の
と
お

り
授
賞
理
由
を
発
表
致
し
ま

し
た
。

　

本
賞
は
、
世
界
十
数
カ
国

の
著
名
な
研
究
者
お
よ
び
研

究
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候

補
者
の
中
か
ら
、
学
内
外
約

90
名
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
を
経
て
、
受
賞
者
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
受
賞
者

に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
お
よ
び

賞
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
本

年
は
11
月
30
日
（
木
）
に
北

里
記
念
医
学
図
書
館
2
階
北

里
講
堂
に
て
授
賞
式
お
よ
び

受
賞
記
念
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

第
22
回
慶
應
医
学
賞
審
査

委
員
【
岡
野
栄
之
（
委
員

長
、
医
学
部
教
授
）、
審
良

静
男
（
大
阪
大
学W

PI

免
疫

学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
拠
点
長
）、
浅
島
誠

（
東
京
理
科
大
学　

副
学

長
）、
金
澤
秀
子
（
薬
学
部

教
授
）、
佐
谷
秀
行
（
医
学

部
教
授
）、
塩
見
春
彦
（
医

学
部
教
授
）、
清
水
孝
雄

（
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立

国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
脂

質
シ
グ
ナ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
長
）、
田
中
啓
二
（
公

益
財
団
法
人
東
京
都
医
学
総

合
研
究
所
所
長
）、
永
井
良

三
（
自
治
医
科
大
学
学
長
）

野
田
哲
生
（
公
益
財
団
法
人

が
ん
研
究
会
代
表
理
事
・
常

務
理
事
・
が
ん
研
究
所
所

長
）、
別
役
智
子
（
医
学
部

教
授
）、
御
子
柴
克
彦
（
国

ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
開
発
し
た
小
川
博
士
と

が
ん
幹
細
胞
を
同
定
し
た
デ
ィ
ッ
ク
博
士

　

８
月
１
日
よ
り
、
北
川
雄
光
新
病
院

長
の
も
と
新
し
い
病
院
執
行
部
が
立
ち

上
が
り
、
６
人
の
副
病
院
長
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
新
病
院
体
制
の
顔
ぶ
れ
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
北
川
病
院
長
の
抱

負
を
掲
載
し
ま
す
。

慶
應
義
塾

大
学
病
院

新
執
行
部
発
足

立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研

究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
発
生
・
神
経
生
物
研
究

チ
ー
ム
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
）、
吉
村
昭
彦
（
医
学

部
教
授
）】

小お

川が
わ 

誠せ
い

二じ

博
士

東
北
福
祉
大
学
感
性
福
祉
研
究
所

特
任
教
授

J
ジ ョ ン

ohn E
E

. D
デ ィ ッ ク

ick博士

トロント大学 分子生物学教授、
プリンセス・マーガレット
がんセンター（カナダ）

授
賞
研
究
テ
ー
マ
：
機
能
的

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
開
発

　

小
川
誠
二
博
士
は
、
脳
血

流
中
の
酸
素
濃
度
に
依
存
し

た
信
号
を
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
核
磁

気
共
鳴
画
像
法
）
装
置
で

撮
像
で
き
る
こ
と
を
発
見

し
、
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
（Blood�

O
xygenation�Level�
D ependent

）
信
号
と
名
付

け
ま
し
た
。
さ
ら
に
小
川
博

士
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
信
号
に
よ

っ
て
課
題
遂
行
中
の
ヒ
ト
脳

同
位
元
素
な
ど
を
用
い
る
こ

と
な
く
、
ヒ
ト
脳
活
動
を
非

侵
襲
的
に
繰
り
返
し
画
像
化

す
る
こ
と
が
初
め
て
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
機
能
的
Ｍ
Ｒ

Ｉ
に
は
全
脳
の
活
動
を
画
像

化
で
き
る
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
脳

部
位
が
ど
の
よ
う
な
機
能
に

関
連
す
る
の
か
脳
機
能
局
在

を
調
べ
る
だ
け
で
な
く
、
広

範
囲
の
脳
活
動
を
同
時
に
読

み
解
く
新
し
い
解
析
法
も
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
。
解
析
技

術
の
発
展
に
加
え
て
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
装
置
の
性
能
向
上
や
通
信

技
術
の
発
展
に
伴
う
デ
ー
タ

共
有
な
ど
近
年
の
技
術
革
新

に
よ
っ
て
、
機
能
的
Ｍ
Ｒ
Ｉ

は
脳
機
能
解
析
の
中
心
的
な

ツ
ー
ル
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

ヒ
ト
脳
情
報
の
読
み
取
り

を
目
指
し
た
研
究
や
精
神
疾

患
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
を
同

定
す
る
試
み
な
ど
、
機
能
的

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
適
用
範
囲
は
今
後

ま
す
ま
す
拡
大
す
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
基
盤
技
術
を
開
発
し
た
小

川
博
士
の
貢
献
は
極
め
て
大

き
い
と
い
え
ま
す
。

活
動
部
位
を
撮
像
で
き

る
こ
と
を
実
証
し
、
機

能
的
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
基
本
原

理
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

機
能
的
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用

い
る
こ
と
で
、
放
射
性

授
賞
研
究
テ
ー
マ
：
が
ん
幹

細
胞
の
同
定

　

組
織
幹
細
胞
は
自
分
と
同

じ
細
胞
を
作
り
出
す
自
己
複

製
能
と
様
々
な
細
胞
に
分
化

す
る
多
分
化
能
を
有
し
、
組

織
中
の
全
て
の
細
胞
を
供
給

す
る
大
本
と
な
る
細
胞
で

す
。
が
ん
組
織
に
も
こ
の
よ

う
な
幹
細
胞
が
存
在
し
、
そ

れ
を
頂
点
と
す
る
階
層
性
の

構
造
が
あ
る
と
い
う
概
念
、

つ
ま
り
「
が
ん
幹
細
胞
仮

説
」
が
古
く
か
ら
提
唱
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
実
態

は
不
明
で
し
た
。
ジ
ョ
ン

Ｅ
．
デ
ィ
ッ
ク
博
士
は
、
免

疫
不
全
マ
ウ
ス
に
ヒ
ト
白
血

病
細
胞
を
移
植
す
る
実
験
モ

デ
ル
を
用
い
、
白
血
病
に
お

い
て
が
ん
幹
細
胞
が
存

在
す
る
こ
と
を
世
界
で

初
め
て
証
明
し
ま
し

た
。

　

デ
ィ
ッ
ク
博
士
は
、

白
血
病
細
胞
の
中
か
ら

造
血
幹
細
胞
に
発
現
し
て
い

る
表
面
マ
ー
カ
ー
を
持
っ
た

細
胞
を
選
別
し
て
免
疫
不
全

マ
ウ
ス
へ
移
植
し
た
と
こ

ろ
、
百
分
の
一
以
下
の
細
胞

数
で
、
ヒ
ト
白
血
病
を
マ
ウ

ス
で
維
持
で
き
る
こ
と
を
見

い
だ
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
ヒ
ト
白
血
病
の
中
に
、

強
い
腫
瘍
原
性
と
自
己
複
製

能
を
持
つ
細
胞
群
が
存
在
す

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
白
血

病
に
も
正
常
の
造
血
組
織
と

同
様
に
幹
細
胞
が
存
在
す
る

こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の

研
究
を
端
緒
と
し
て
、
が
ん

幹
細
胞
の
概
念
が
広
く
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
固
形

が
ん
に
も
が
ん
幹
細
胞
が
存

在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

が
ん
幹
細
胞
は
通
常
の
が

ん
細
胞
に
比
べ
て
治
療
に
対

す
る
抵
抗
性
が
高
く
、
が
ん

の
再
発
や
転
移
の
起
源
と
な

る
細
胞
で
す
。
が
ん
の
根
治

の
た
め
に
は
が
ん
幹
細
胞
を

駆
逐
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
概
念
を
生
ん
だ
デ
ィ

ッ
ク
博
士
の
功
績
は
計
り
知

れ
ま
せ
ん
。

　

去
る
３
月
26
日
に
第
１
回

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部�

健

康
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
が

開
催
さ
れ
、
応
募
の
あ
っ
た

70
チ
ー
ム
の
中
か
ら
、
社
会

人
部
門
で
は
東
和
彦
氏
の
率

い
る
チ
ー
ム
「L�Taste

」

が
、
学
生
部
門
で
は
大
木
将

平
氏
が
率
い
る
チ
ー
ム

「DocTravel

」が
優
勝
し
た
。

　

優
勝
し
た
２
チ
ー
ム
に
は

賞
金
に
加
え
て
副
賞
と
し
て

今
回
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で

の
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

視
察
旅
行
へ
の
同
行
権
（
旅

費
全
額
補
助
）
が
授
与
さ
れ

た
。
米
国
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に

あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
は
、

医
学
部
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
多

数
輩
出
し
て
お
り
、
医
療
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る

大
学
と
し
て
全
米
で
も
有
数

だ
。

　

今
回
の
視
察
は
前
医
学
部

長
の
ラ
リ
ー
・
シ
ャ
ピ
ロ
先

生
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も

と
、
慶
應
義
塾
か
ら
は
眼
科

学
教
室
坪
田
一
男
教
授
を
中

心
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
優

勝
２
チ
ー
ム
お
よ
び
実
行
委

員
か
ら
構
成
さ
れ
た
視
察
団

が
２
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
。

　

セ
ン
ト
ル
イ
ス
で
は
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
の
誇
る
人
材
と

研
究
機
能
に
、CORTEX

と

い
う
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
有
す

る
企
業
が
加
わ
っ
て
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
多
数
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ

ー
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
投
資
家
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
、

大
手
企
業
が
参
加
す
る
形
で

有
機
的
に
連
携
し
、
地
域
と

大
学
の
中
核
機
能
と
し
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
推
進
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
大
学
関
係
者
の

た
め
の
レ
ジ
デ
ン
ス
エ
リ
ア

や
鉄
道
網
、
商
業
エ
リ
ア
や

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
の
公

園
施
設
、
美
術
館
な
ど
が
隣

立
し
て
お
り
、
ま
さ
に
地
域

全
体
で
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
て
お
り
、
お
会

い
し
た
現
地
の
方
々
が
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ

ム
」
と
呼
ぶ
仕
組
み
の
壮
大

さ
と
生
み
出
す
成
果
に
圧
倒

さ
れ
た
。

　

同
じ
医
学
部
の
人
間
と
し

て
驚
い
た
の
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
に
は
Ｍ
Ｄ-

Ｍ
Ｂ
Ａ

コ
ー
ス
と
い
う
医
師
免
許
と

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
両
方
を
５
年
間
で

取
得
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存

在
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ま

た
、
こ
こ
に
所
属
す
る
学
生

がSling�Health

と
い
う
団

体
を
立
ち
上
げ
、
大
学
内
の

医
師
か
ら
現
場
の
課
題
を
調

査
収
集
し
、
医
学
部
や
Ｍ
Ｂ

Ａ
、
理
工
学
部
の
学
生
か
ら

課
題
を
解
決
す
る
チ
ー
ム
を

結
成
し
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
創

出
ま
で
行
っ
て
い
る
。
２
０

１
３
年
の
創
設
以
来
、
５
０

０
名
以
上
の
学
生
が
参
加

し
、
90
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
創

出
さ
れ
、
20
の
特
許
を
取

得
、
そ
れ
ら
に
集
ま
っ
た
外

部
投
資
は
４
億
円
を
超
え
る

と
の
こ
と
だ
。

　

今
回
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
を

視
察
し
て
、
慶
應
医
学
部
も

同
じ
く
国
を
代
表
す
る
私
立

大
学
の
医
学
部
と
し
て
、
産

業
創
生
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
輩
出

に
こ
れ
ま
で
以
上
に
注
力

し
、
日
本
の
医
療
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
中
心
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
く
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
。

（
健
康
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大

賞
実
行
委
員
長

�

田
澤
雄
基　

精
93
回
）

　

新
病
院
棟
の
雄
姿
が
次
第
に

眼
前
に
そ
び
え
立
ち
つ
つ
あ
る

中
、
建
設
募
金
の
活
動
も
三
四

会
員
、
塾
員
の
強
い
想
い
を
背

景
に
前
進
を
続
け
て
い
る
。
昨

年
に
続
き
、
１
５
０
周
年
募
金

か
ら
現
在
の
新
病
院
棟
建
設
募

金
に
至
る
２
０
１
７
年
４
月
ま

で
に
、
新
病
院
棟
建
設
へ
の
多

大
な
ご
寄
付
を
賜
っ
た
方
々
に

対
し
、
6
月
17
日
三
四
会
評
議

員
会
の
席
上
で
、
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　

募
金
活
動
へ
の
感
謝
の
し
る

し
と
し
て
、
記
念
バ
ッ
ジ
が
贈

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
多

大
な
ご
協
力
を
賜
っ
た
方
々
に

対
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
た

め
に
、
三
四
会
が
感
謝
状
を
贈

呈
し
て
い
る
。

　

米
国
在
住
の
三
四
会
員
の
ご

遺
族
か
ら
も
、
尊
い
ご
寄
付
を

賜
り
、
慶
應
義
塾
の
一
員
と
し

て
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
の
想

い
に
深
い
感
慨
を
抱
い
た
。
期

待
を
託
さ
れ
た
三
四
会
員
全
員

が
志
を
共
有
し
、
新
病
院
棟
建

設
の
た
め
の
募
金
に
参
画
し
て

行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
、
強
く
実
感
す
る
機
会
と
な

っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
残
さ
れ
た
期

間
の
募
金
活
動
に
多
寡
に
関
わ

ら
ず
、
ご
協
力
を
頂
け
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

感
謝
状
贈
呈
式
出
席
者

募金貢献者へ感謝状を贈呈続々とご協力頂いています

《多大貢献者氏名》
【三四会関係者】 （敬称略）

ご芳名
安田　定明
八木　賢十郎
上江洲　瑠璃子

【三四会員法人】
株式会社クレドール
代表取締役 大塚　宣夫（45回）

医療法人社団慶義会
宮田整形外科　理事長 宮田　義之（62回）

【三四会員 団体】
慶大整形外科同窓会

【三四会員 個人】
猿田　享男　（43回）
山下　直哉　（51回）
荒木　由紀夫（54回）
杉野　吉則　（54回）
竹原　祐志　（62回）
古川　和男　（65回）

※その他氏名を
公開されておら
れない方２名に
対しても感謝状
が贈呈された

病院長副病院長副病院長
（医療連携、資材最適化、

病院機能評価担当）
臨床研究（推進、管理）担当

外科学
（一般・消化器）教授泌尿器科学教授

先端医科学研究所
遺伝子制御研究部門教授

北川 雄光
（65回）

大家 基嗣
（66回）

副病院長
（病院運営（入院、救急、

手術）、国際対応担当）
整形外科学教授

松本 守雄
（65回）

副病院長
（病院運営（外来）、患者

サービス、広報担当）
精神神経科学教授

三村　 將
（63回）

副病院長
（医療安全（管理、教育）、

診療録管理監査担当）
小児科学教授

長谷川奉延
（63相当）

副病院長
（情報管理（情報システム、

個人情報）、IT連携担当）
放射線科学教授

陣崎 雅弘
（66回）

佐谷 秀行
（60相当）

新病院棟建設事業募金にご協力頂いた
方々の銘板が病院に記されます

寄付者銘板のお知らせ

慶應義塾大学病院新病院棟建設事業募金への寄付額累計
が100万円以上の個人・団体のご芳名を、新病院棟入口
近くの壁面に銘板を設置し、掲示させて頂くことになっ
ています。募金のお申込みは2018年３月末日までです。

募金

　

新
病
院
棟
１
号
館
建
設
の

「
未
来
へ
の
槌
音
」を
耳
に
し

な
が
ら
、
本
年
５
月
に
医
学

部
開
設
１
０
０
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
記
念
式
典
・
記
念

祝
賀
会
が
盛
大
に
と
り
行
わ

れ
、医
学
部
・
病
院
が
次
の
１

０
０
年
へ
歩
み
出
す
中
、
８

月
１
日
付
け
で
大
学
病
院
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
身

に
あ
ま
る
光
栄
と
存
じ
て
お

り
ま
す
と
と
も
に
、
重
責
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
お

り
ま
す
。
２
０
２
０
年
４
月

に
予
定
さ
れ
る
駐
車
場
等
の

外
構
整
備
も
含
め
た
新
病
院

の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
教
職
員
一
同
の
期
待
が

大
き
く
膨
ら
む
中
で
、
あ
ら

た
め
ま
し
て
新
病
院
棟
建
設

と
い
う
大
事
業
に
格
別
の
ご

支
援
を
下
さ
っ
た
す
べ
て
の

皆
様
へ
の
深
甚
な
る
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

義
塾
が「
世
界
の
先
導
者
」

と
し
て
の
道
を
進
む
中
で
、

医
学
部
・
病
院
は
初
代
医
学

そ
の
「
形
」
は
伝
統
と
実
績

に
裏
付
け
ら
れ
た
長
期
的
な

目
標
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社

会
情
勢
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

即
し
て
戦
略
的
か
つ
機
動
的

に
対
応
で
き
る「
柔
軟
な
形
」

で
あ
り
ま
す
。
個
人
や
個
々

の
部
門
が
い
か
に
全
体
最
適

化
に
向
け
て
柔
軟
な
変
化
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
大
き
な
鍵
と
な
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

新
病
院
棟
１
号
館
で
は
、

関
連
診
療
科
が
同
じ
フ
ロ
ア

を
共
用
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
診

療
を
展
開
し
ま
す
が
、
病
床

は
原
則
共
用
床
と
し
て
診
療

科
の
垣
根
を
極
力
撤
廃
す
る

方
向
が
推
進
さ
れ
ま
す
。
各

診
療
科
の
み
な
ら
ず
看
護
部

や
薬
剤
部
を
は
じ
め
と
す
る

各
部
署
が
一
体
と
な
っ
た
真

の
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
、

お
互
い
の
専
門
性
を
高
め
る

た
め
の
取
り
組
み
を
医
学
部

と
密
に
連
携
し
て
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
推
進
さ
れ
て
い
る
診

療
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
の
中

で
、
若
手
医
師
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
診
療
科
の

枠
組
み
を
越
え
た
新
し
い
医

療
に
挑
戦
し
や
す
い
土
壌
を

作
り
、
自
由
で
開
か
れ
た
信

濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
構
築
に

注
力
致
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。
先
進
的
医
療
や
ア
カ
デ

ミ
ア
発
の
シ
ー
ズ
に
よ
る
医

師
主
導
治
験
に
積
極
的
に
取

り
組
む
た
め
に
大
学
病
院
を

中
心
と
し
た
新
し
い
慶
應
医

学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
医
学

部
・
病
院
は
、未
来
の
医
療
を

創
造
し
、世
界
の
医
療
、医
学

研
究
を
先
導
し
う
る
人
材
を

輩
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。診
療
科
単
位
で
は
な
く
、

医
学
部
・
病
院
の
総
合
戦
略

と
し
て
効
率
的
か
つ
戦
略
的

な
関
連
病
院
と
の
連
携
を
再

構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
若
手
教
職
員
が
、
誇

り
と
や
り
甲
斐
を
持
っ
て
新

し
い
慶
應
医
学
・
医
療
を
創

造
し
て
い
け
る
よ
う
な
職
場

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
患
者
さ
ん
に
対
し

て
快
適
な
環
境
で
最
善
の
医

療
を
行
う
こ
と
は
、
医
療
者

に
と
っ
て
最
大
の
喜
び
で
あ

り
、
病
院
理
念
の
第
一
に
掲

げ
る「
患
者
さ
ん
に
優
し
く
、

信
頼
さ
れ
る
患
者
中
心
の
医

療
」を
実
践
し
て
参
り
ま
す
。

新
病
院
棟
１
号
館
へ
の
安
全

な
移
転
、
２
号
館
・
３
号
館

の
改
修
、
臨
床
研
究
中
核
病

院
・
特
定
機
能
病
院
と
し
て

医
療
安
全
と
臨
床
研
究
管
理

体
制
の
強
化
、
電
子
カ
ル
テ

更
新
、
診
療
報
酬
改
定
へ
の

対
応
な
ど
短
期
的
に
は
多
く

の
困
難
な
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
病
院
教
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
長
期
的
な

「
目
標
」
と
「
夢
」
を
共
有

し
て
次
の
百
年
に
向
け
て
力

強
く
歩
み
だ
し
た
い
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
指
導

を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

部
長
北
里
柴
三
郎
先
生
が
唱

え
ら
れ
た「
基
礎
・
臨
床
が
一

体
と
な
っ
た
医
学
」
を
最
先

端
の
医
療
と
し
て
具
現
化
す

る
大
き
な
舞
台
を
頂
き
ま
し

た
。し
か
し
、病
院
設
備
の
老

朽
化
と
い
う
深
刻
な
状
況
が

解
消
さ
れ
た
だ
け
で「
未
来
」

が
約
束
さ
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
前
病
院
長
で
あ
っ

た
竹
内
勤
先
生
（
現
常
任
理

事
）
も
「
新
し
い
病
院
を
作

る
」
意
識
で
臨
む
と
お
っ
し

ゃ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、今
、

こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
我
々
自
身

が
自
ら
を
見
つ
め
直
し
て
、

様
々
な
仕
組
み
を
大
き
く
変

え
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
患
者
さ
ん
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、「
社
会
の
声
」

に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
粘
り
強

く
「
た
ゆ
ま
ぬ
進
化
」
を
続

け
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

い
ま
こ
そ
、
次
の
１
０
０

年
に
お
い
て
継
続
的
に
進
化

で
き
る
「
形
」
を
作
っ
て
行

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

次
の
100
年
向
け
た

大
学
病
院
の
新
し
い「
形
」

Holden Thorp副学長、Dedric Carterイノベーション担当学長補佐、 
Larry Shapiro前医学部長を囲んで

毎週木曜日夕方に敷地内で開催される学内ベン
チャー関係者の交流イベントVenture Cafeに参加

学内に存在する Acceleratorが医学部発
ベンチャーに実験施設を安価に提供

新病院棟建設


